
最後に第3部として、雑誌記事・新聞記事を実際に入手する方法をご紹介し
ます。



明治から昭和期の一般誌・大衆誌について、原本を閲覧できればそれに越し
たことは無いのですが、なかなか保管されていないことも多いです。
原本が利用できなくても、複製して出版・提供されているものがあれば、有
力な入手手段となります。
紙の形態で複製出版されている「復刻版」、撮影画像を専用の機械で閲覧す
る「マイクロフィルム」、インターネット上で有料・無料で提供されている
「デジタル化資料」など、さまざまな形態を視野にいれつつ、入手を図って
いきます。



新聞にも同様にさまざまな複製形態があります。
新聞の場合は、紙質や分量の理由から、原紙のままで保存されていることは
稀なので、こういった複製資料にあたるしかないケースも多いです。
第2部で紹介したデータベースに加えて、「縮刷版」や「マイクロフィル
ム」などの複製物で利用できるものが多数あります。



本文入手に向けて、こちらの3段階で調査を進めていくのがおすすめです。

レベル1. デジタル化資料の有無の確認
レベル2. 大阪大学での紙資料等の所蔵有無の確認
レベル3. ILLサービスの利用

順番に紹介していきます。



まず、デジタル化資料の有無の確認です。雑誌・新聞単位での利用可否確認
が基本となります。
まずは、大阪大学で利用できるかどうかを確認、そして、国立国会図書館デ
ジタルコレクションで利用できるかどうかを確認、の2つの方法で行います。



大阪大学OPACで雑誌名・新聞名で検索すれば、デジタル化資料の有無を確
認できます。
https://www.library.osaka-u.ac.jp/
本教材で扱う一般誌や新聞だけでなく、学術雑誌についても同様です。

大阪大学で利用できるデジタル化資料は、OPACで検索できるというのが基
本ですが、画面上に挙げているものは例外で、これらはOPACから検索でき
ません。
各データベースから直接利用するしか無いので、関係しそうな方は覚えてお
いてください。



国立国会図書館デジタルコレクションで利用できる資料も、OPACには情報
が入っていないため別途検索する必要があります。
日本の一般誌・大衆誌のデジタル化資料群としては最大のものなので、忘れ
ずに検索してみるようにしましょう。

ある雑誌の収録有無を検索する際には、国立国会図書館デジタルコレクショ
ンで雑誌名を直接検索するよりも、ここに記載するような方法を使うほうが
分かりやすいかと思います。

国立国会図書館オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/ 

雑誌分類検索 https://dl.ndl.go.jp/ja/serial.html



大阪大学で利用できるデジタル化資料が見当たらない場合は、次の段階とし
て、大阪大学での紙資料等の所蔵有無を確認します。
こちらも、大阪大学OPACを雑誌名・新聞名で検索するという方法です。
復刻版やマイクロフィルムなど、原本以外もまとめて検索できます。



OPACの検索結果画面を確認する時の注意点です。
まず、雑誌や新聞は刊行途中で名称が変更する場合があります。
例えば、この雑誌はひらがなの「ほとゝぎす」からカタカナの「ホトトギ
ス」へ名称が変更しています。このような場合、ＯPAC上は別の資料として
ヒットしてきます。
また、原本のほかに復刻版がある場合も、このように別の資料としてヒット
します。
それぞれ見逃しの無いようにしましょう。



OPACの所蔵巻号の読み取り方法に慣れていない方は、こちらの画面上の解
説を参考にしてください。



大阪大学に紙資料などの所蔵も無い場合は、最後の手段としてILLサービスが
あります。

ILLサービスとは、図書館同士のネットワークを利用する方法です。
阪大の他キャンパスの図書館はもとより、他の大学の図書館や国立国会図書
館などもこのネットワークに入っています。
ILLサービスについては、図書館の窓口で申し込みできるほか、附属図書館
Webサイトからオンラインで申込もできます。



ILLサービスでできることとして、まずこの2つがあります。

1つ目は複写の取り寄せです。雑誌記事であれば、この方法を使うことにな
ります。
他の大学からの取り寄せの場合、取り寄せ先の大学によって料金が異なりま
すが、見開き1枚あたりのコピーがおおよそ40～50円程度、それに加えて送
料がかかります。ですので、ページ数にもよりますが、1記事は数百円で入
手可能なことが多いです。おおよそ3日から1週間程度で到着します。
大阪大学内の他のキャンパスの図書館からの取り寄せもできます。こちらは
送料はかかりませんし、複写料金も見開き1枚で25円と、よりお安く手に入
ります。

2つ目は図書の取り寄せです。
これは、他の大学から図書そのものを取り寄せるサービスです。往復の送料
として1200～1500円程度を支払ってもらう形になります。雑誌は借りること
ができないので、最初に説明した複写の方法のみ利用可能です。

どちらも、附属図書館Webサイト右上のWebサービス、文献複写・現物貸借
申込み、のところからオンラインでも申込可能です。



ILLサービスとしてもう1つできることに訪問利用があります。
所蔵している大学や研究機関の図書館へ、皆さんが直接行くという形です。

例えば、ある雑誌のバックナンバーをまとめて閲覧したい、というような場
合に、有効な手段かなと思います。
阪大図書館が、行先の図書館との仲介をします。
とくに公立・私立大学の図書館ですと、直接行くだけでは入館できません。
阪大図書館を通じた事前申し込みの必要なところがほとんどです。

訪問利用は、Webでの申し込みを受け付けていませんので、行きたい日の3
日前までに図書館のカウンターへお越しください。
手続きをいたします。

利用希望資料が貴重資料ですと、手続きにさらに時間がかかることが多いで
す。お早めにご相談ください。

もう1つお伝えしておくと、関西大学の図書館とは協定を結んでいるため、
事前連絡無しで直接訪問すれば利用できます。
ただし、対象は常勤教職員、大学院生、学部学生に限定されています。非常
勤の先生や研究生・聴講生の方などは、他の大学と同じように訪問利用の事



前手続きが必要ですのでご注意ください。
近くにある大きな大学の図書館ですので、使っていただくと便利だと思いま
す。



訪問利用の行先を検討する際に、所蔵機関を探せるツールとして、このよう
なものがあります。

CiNii Books https://ci.nii.ac.jp/books/
国立国会図書館オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/
国立国会図書館サーチ https://iss.ndl.go.jp/
カーリル ローカル https://calil.jp/local/
旧・全国新聞目録のデータ
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-
700037.php#3 
国立国会図書館リサーチナビ 戦前期雑誌の所蔵機関
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-737.php
文学館研究会 文学館一覧
https://hiroyukiokano.wixsite.com/literarymuseum/blank-51

これらが基本的なツールではありますが、明治～昭和期の一般誌・大衆誌・
新聞の所蔵機関調査は難航する場合が多いです。
所蔵機関がよくわからないときは、お近くの図書館までお気軽にご相談くだ
さい。



最後に、本教材のまとめです。



雑誌記事情報の探し方について、第1部で紹介しました。
それぞれのデータベースにしか収録の無い情報があるので、複数のデータ
ベースを併用することが大切です。
また、必要に応じて、書誌索引や参考図書といった紙の資料も活用して行き
ましょう。

新聞記事情報の探し方について、第2部で紹介しました。
大手全国紙については、新聞ごとのデータベースを活用することが、基本的
な探索方法です。
これらのデータベースは、キーワード検索が有効な部分をよく理解した上で
活用するようにしましょう。
特定の記事を捜索しても見つからない場合は、東京本社版以外の各本社版や
地域面の掲載記事である可能性もあります。



第3部では、記事本文の入手方法について紹介しました。
デジタル化資料を確認し、次に大阪大学での紙資料などの所蔵有無を確認し
ます。
それでも見つからなければ、ILLサービスの利用も視野に入れます。

大学図書館の所蔵資料は、その性格上どうしても、学術書や学術雑誌が中心
です。
そのため、明治～昭和期の日本の一般誌・大衆誌・新聞となると、ILLサービ
スの利用を視野に入れるしか無いケースも出てきます。
必要に応じてご活用ください。



最後に、参考情報として、「国立国会図書館リサーチ・ナビ」というサイト
を紹介します。
国立国会図書館が作成している、テーマ・資料別の調べ方ガイドです。
https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/

本教材で扱ったような、情報の探索・入手が難しい情報について、とくに内
容が充実しています。
分野名などのキーワードで項目を探すことができるので、研究に参考になる
項目が無いか、ぜひご確認ください。



本教材でご案内してきた明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事については、
情報が集約されておらず、いろいろな手段を使って検索するしかないという
のが現状です。
本教材の内容を活用しても、やはり情報が見つからないというケースもある
かと思います。

そういったときは、図書館職員までお気軽にご相談ください。
総合図書館では参考調査カウンタで調査相談をお受けしています。対面・
メールのほか、Zoomを活用したオンライン相談も受付中です。
生命科学図書館・理工学図書館・外国学図書館の各図書館のカウンタでも相
談をお受けしていますので、お困りの際はまずはお近くの図書館にご相談く
ださい。

この教材はこれで終了です。
受講してくださりありがとうございました。




